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研究成果の概要（和文）：　アクティブ・ラーニングにおける学習過程を授業者や学習者が適切に把握し，評価
していくためには，学習状況を可視化するためのCSCLシステムとしてedutabを開発した。
　また、そのシステムを活用する授業法や授業研究法を開発し、公立学校で実践して有効性を検証した。
　さらに、edutabにＡＩ（人工知能）を搭載して、アクティブ・ラーニングにおける、学習目標の達成予想や学
習者の効果的な交流相手を知らせるシステムを開発した。

研究成果の概要（英文）：We developed “edutab” as a Computer Supported Collaborative Learning 
(CSCL) system in active learning to visualize the status of the learning since to grasp and evaluate
 the learning process in active learning appropriately is important for instructor/teacher and 
learner. We also developed the education and educational study methods utilizing “edutab”. The 
effectiveness of these methods were evaluated in the practice research at the public schools. We 
have also been implementing Artificial Intelligence (AI) in “edutab” to predict the academic 
achievement and to support to find the optimal collaborative partner for respective learner in 
active learning.

研究分野： 科学教育
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  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　多様化する教育課題への対応等によって、教員の多忙化への対応は喫緊の課題である。また、ＡＩ（人工知
能）等、テクノロジーの急速な発展により、子どもたちに求められる能力は変化し、アクティブ・ラーニングに
対する期待は大きい。しかし、学習者が主体的・協働的に学習を展開するアクティブ・ラーニングにおいて，授
業者や学者が個別の学習過程を適切に把握し，評価することは難しく、特別なシステムを導入する予算を確保す
ることも難しい。
　本研究で開発したシステム、授業法、授業研究法は安価で特別なシステムを要さないため、一般の公立学校に
導入可能であり、一般の公立学校における実践によって効果を検証できたことに意義がある。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 近年注目を集めるアクティブ・ラーニングは，学習者が主体的・協働的に学習を展開するた
め，授業者が個別の学習過程を適切に把握し，評価することは難しく，その分析方法開発は喫
緊の課題である．アクティブ・ラーニングにおける学習過程を授業者が適切に把握し，評価し
ていくためには，学習状況を可視化することが必要である． 
 
２．研究の目的 
そこで本研究では,タブレット型端末に実装可能な同期型 CSCL「edutab」によって，個別に

展開する学習の発話データや交流過程に関するをデータ化し，授業者にフィードバックするこ
とで，効果的にアクティブ・ラーニングを実践するための支援ツールを開発する． 
 
３．研究の方法 
 本研究は，授業分析研究と CSCL 開発研究の２つによって構成され，それらを融合することに
よってアクティブ・ラーニングを支援するツールの開発を目指す． 
授業分析研究では，学習者が能動的に学習を進めるアクティブ・ラーニングにおいて，学習者
が何を考え，どのように学びを進めるのかといった学習過程を把握・分析するために，授業者
や学習者が交流した相手，時間，発話内容を分析する．また，ＣＳＣＬ開発研究では，授業分
析研究によって得られたデータをデータマイニングし，その結果を授業者や学習者の使用する
タブレット型端末と同期するため研究を行う．この２つの研究を融合することによって，アク
ティブ・ラーニングを効果的に実践するための支援ツールを開発する． 
 
４．研究成果 
 協調学習は、高い教育効果を有するという報告が多い．この効果をさらに高めるため，協調
学習を ICT により支援しようとする試みも盛んであり，これまで数多くのシステムが開発され
てきた．それらは，協調学習のグループ構築の支援，e ラーニング環境における協調学習の支
援，協調学習の分析の支援などが主流であった．本研究では，授業分析研究担当とＣＳＣＬ開
発研究担当の共同により、システム開発と、そのシステムを効果的に活用する授業デザインに
ついて検討した。 
 まず、授業デザイン研究の成果としては、アクティブ・ラーニングとして例示されているデ
ィベートにおいて、タブレット端末を討論者以外の評価者に配付し、記録する。その評価結果
を CSCL「edutab」によって教室全体にリアルタイムに可視化する授業をデザインした。これに
より、討論者も評価者も学習意欲を向上させることが明らかになった。 
 また、CSCL 開発研究では，協調学習をより高く支援するため，時々刻々と進行する協調学習
に対し，それをファシリテートする教師をリアルタイムに支援する CSCL システムを開発する．
学習者と教師は，一人一台のタブレット端末を保持しており，1 つの教室内で協調学習を実施
する．学習者はタブレット端末を通して，自らの学習ログを保存することができ，さらに，相
手の学習ログを自由に閲覧することができる．この学習ログを参考にし，学習者同士で対面の
コミュニケーションを通して学び合う． 
本研究では，このような形式の協調学習に対し，教師はタブレット端末を通じて，(1) 誰が

誰の学習ログをどれくらい見ているのか，(2) 目標を達成しにくい学習者は誰か，上記 2 つの
情報を得ることができるシステムを開発した． 
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